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校長 梶本 久子  

 
 なかよし学級やさぽーと教室・ことばの教室のことについてお話します。どの子

にも「その子らしさ」があります。そして私たち一人一人はそれぞれ個性がありま

す。個性は、他の個人とは異なる性格・性質をもっています。個人にとっては最も

大切なもので、お互い尊重し認め合うことが必要です。学校では子供の個性を生か

す教育、個性を伸ばす教育を大切にしています。この教育を一層進め、個に応じた

教育活動を行っているのがなかよし学級です。なかよし学級は、その子らしさを大

切にし、一人一人のニーズに応じた支援を行います。少人数で個人のもっている良

さをしっかり伸ばせるような学習を続けています。また、「ことばの教室」「さぽ

ーと教室」は、学習や生活の中で苦手なことを少しでも改善できるようにその子に

合った方法で学ぶ教室です。 

なかよし開級式では絵本を読んだ後、子供たちに「なかよし学級やさぽーと教室、

言葉の教室などのお友達もそれぞれちがいがあって、人数が少ないところが落ち着

いて勉強ができる、いろんな道具があった方が集中して勉強ができるなど、勉強な

どのやり方が違います。静かなところで学習できたり、少ない人数で学習できたり

して、自分の学習しやすい方法で学べます。そこでは、苦手なことだけでなく、得

意なことも伸ばすお勉強ができます。人それぞれ自分に合った方法を選んで学んで

います。一人一人が自信をもって学習できるような工夫が取り入れられています。 

自分という人は、世界中を探しても自分にしかありません。他の人には他の人のよ

さがあるように、一人一人違います」と話しました。 

そこで、保護者の皆様に考えてもらいたいことがあります。お子様は、困っている

お友達にどんな言葉をかけられるでしょうか。「いっしょにしよう」「ここはこう

すればいいよ」「分からないことがあったら言ってよ」と優しく言えるでしょうか。

反対に「え？なにしてるの」「こんなことも知らないの？」などと言って、友達を

悲しい思いにさせていないでしょうか。楠見小学校の中では、思いやりのある行動

や言葉がたくさんあふれています。しかし一方で、思いやりのない言葉で悲しい思

いをする子供もいます。これは絶対に失くしていかなければいけません。楠見っ子

には、相手のことを思いやって日々の生活を送ってほしいと思います。お互いに、

頑張り仲良く励まし合える仲間であってほしいです。おうちでも話し合ってみてく

ださい。最後になりましたが、今年度も子供・保護者・地域から信頼される開かれ

た学校を目指して、教職員一同全力で取り組んでまいります。 

保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

学校だより楠見小学校 
 

 

 

 

１日（水） 家庭訪問（新大谷・楠見団地・大谷東）、視力検査（４年生）、 

スクールソーシャルワーカー来校、短縮授業、13 時下校 

２日（木） 家庭訪問（大谷・西大谷）、視力検査（３年生）、短縮授業、13 時

下校 

７日（火） 家庭訪問（粟）、視力検査（２年生）、短縮授業、13 時下校 

8 日（水） 視力検査（１年生）、短縮授業、13 時下校 

９日（木） 内科健診（４年生、５の１）  

10 日（金） 遠足（１～４年生） 

13 日（月） クラブ（６限）、聴力検査（３年生） 

14 日（火） スクールカウンセラー来校、心電図検査（１年生） 

16 日（木） 内科健診（１年生、２の１） 

17 日（金） 眼科健診 

20 日（月） 聴力検査（1 年生）  

21 日（火） スクールカウンセラー来校、遠足予備日  

22 日（水） スクールソーシャルワーカー来校、聴力検査（５年生） 

23 日（木） 内科健診（５の２、６年生）  

24 日（金） 交通安全教室、ALT、聴力検査（４年生） 

25 日（土） 親子ドッジボール大会  

27 日（月） 聴力検査（６年生）  

28 日（火） スクールカウンセラー来校、尿検査、聴力検査（２年生） 

29 日（水） 尿検査予備日 

30 日（木） 耳鼻科健診（１・３・５年生） 

 

６月の主な行事 

  4 日（火） 社会見学（５年生）、給食試食会 

 20 日（木） 授業参観・学級懇談会 

 

＊急遽、予定を変更する場合がありますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 ５月の行事予定 

ルールを守って安全に自転車に乗りましょう  

・自転車に乗る時は、乗車用のヘルメットをかぶるようにしましょう。 

・スマートフォンや携帯電話の画面を見ながら自転車に乗らないようにしましょう。 

ルールを守る ＝ 命を守る 


